
賭けない賭けない

048-652-2855年中無休受付センター本
社

通常2,000円を

先着10名様に先着10名様に

生垣剪定幅1m(高さ2m)
広報あげおをご覧の方へ

(※税別)

✓お茶はご遠慮します
✓土日でもＯＫです
✓トイレはお借りしません

１本からの
お庭サービス

から
ＯＫ！
から
ＯＫ！

暮
ら
し

仕
事
と
生
活
の

両
立
支
援
相
談
窓
口

県
で
は
、
介
護
・
子
育
て
・
病

気
治
療
な
ど
で
、
仕
事
の
継
続
に

悩
ん
で
い
る
人
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
員
へ
の

相
談
の
他
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。「
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
」「
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な

い
」と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
�
毎
週
㈪
㈬

㈮（
年
末
年
始
・
㈷
を
除
く
）９

時
〜
１６
時
３０
分

※
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
�https

://w
w
w
.pr

ef.saitam
a.lg.jp/a ０８０９/rod

o/seikatsu ―ryouritsu/inde
x.htm

l

）か
ら
の
相
談
は
２４
時
間

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
�
県
雇

用
労
働
課
�
８３０
―

４
５
１
５
・
�

８３０
―

４
８
５
１

養
育
里
親
制
度
相
談
会

家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
、
自
分
の
家
族
と
一
緒
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も

た
ち
を
一
定
期
間
、
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
温
か
く
成
長
を
見
守
り
子

育
て
を
行
う「
養
育
里
親
」を
募
集

し
て
い
ま
す
。
�
２
月
１７
日
、３

月
１６
日
の
い
ず
れ
も
㈪
１０
〜
１５
時

�
市
役
所
１
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー

�

養
育
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ー
ア
セ
ッ
ト
�

０４８
―

９７２
―

６
１
９
７
・
�
０４８
―

９７２
―

６

１
９
８

令
和
２
年
度

学
用
品
費
・

給
食
費
な
ど
の
援
助

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
、
子
ど
も
の
学
用
品
費
の

一
部
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
て

い
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
年
度

途
中
で
転
入
し
た
人
や
世
帯
状
況

が
変
わ
り
援
助
が
必
要
に
な
っ
た

人
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前

支
給
を
受
け
た
人
も
再
度
申
請
が

必
要
で
す
。
【
必
要
書
類
】保
護

者
名
義
の
振
込
口
座
の
分
か
る

物
、
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し（
賃

貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
場
合
）、

令
和
元
年（
平
成
３１
年
）分
所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
控
え（
１
月
２

日
以
降
に
上
尾
市
に
転
入
し
た
保

護
者
）な
ど

�
①
市
内
小
・
中

学
校
在
籍
者（
予
定
者
）の
保
護

者
／
申
請
書（
各
市
立
小
・
中
学

校
、
学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
直
接
、
通
学
し

て
い
る（
入
学
す
る
）小
・
中
学
校

ま
た
は
学
務
課
へ
②
国
・
県
立

小
・
中
学
校
在
籍
者（
予
定
者
）の

保
護
者
／
申
請
書（
学
務
課
に
あ

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直

接
、学
務
課
へ

�
学
務
課
�
７７５
―

９
６
０
４
・
�
７７５
―

５
６
３
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

適
切
な
維
持
管
理
を

住
宅
用
火
災
警
報
器（
住
警
器
）

は
、
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら

１０
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
住

※『広報あげお』掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進などを行っているものではなく、内容
について市が責任を負うものではありません。

次回の税などの納付期限
３月２日㈪

◇国民健康保険税 ……………第８期
◇介護保険料 ………………第８期
◇後期高齢者医療保険料 ……第８期

便利で確実な口座振替をご利用ください。

納税課 �７７５―５１３５

広告

広告 広告
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あったか
手話教室

警
器
は
古
く
な
る
と
、
電
子
部
品

の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
１０
年
を
目
安
に
本
体
を
交

換
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
火
災
発
生
時
に
警
報
音
が
鳴

ら
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
定
期

的
に
作
動
確
認
を
す
る
な
ど
、
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

●
住
警
器
が
効
果
を
発
揮
し
た
事

例

子
ど
も
が
ベ
ッ
ド
と
壁
の
隙

間
に
あ
っ
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使

用
し
、
ス
ト
ー
ブ
と
接
触
し
て
い

た
ベ
ッ
ド
か
ら
出
火
し
て
、
居
室

の
住
警
器
が
作
動
し
た
。
警
報
音

に
気
が
付
い
た
母
親
が
１１９
番
通
報

し
た
。
早
め
に
初
期
消
火
が
行
わ

れ
た
た
め
、
ぼ
や
で
済
ん
だ
。

な
お
、
居
住
者
だ
け
で
な
く
隣

人
や
通
行
人
が
警
報
音
に
気
が
付

き
、
火
災
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
※
そ
の
他
の
事

例
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
�
予
防
課
�
７７５
―

１

３
１
４
・
�
７７５
―

２
２
３
０

交
通
遺
児
手
当
の
申
請
を

�
市
内
に
住
所
が
あ
る
義
務
教
育

修
了
前
の
児
童
の
両
親
ま
た
は
そ

の
ど
ち
ら
か
が
、
交
通
事
故
に
よ

り
死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
児
童

と
生
活
を
共
に
し
、
養
育
し
て
い

る
保
護
者
【
支
給
額
】遺
児
１
人

当
た
り
月
額
３
千
円

�
交
通
事

故
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
こ
と
を
証

明
で
き
る
物（
事
故
証
明
書
や
死

亡
証
明
書
の
写
し
な
ど〈
コ
ピ
ー

可
〉）、
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
預

（
貯
）金
通
帳
を
用
意
し
て
直
接
、

子
ど
も
支
援
課
へ

�
子
ど
も
支

援
課
�
７７５
―

６
８
１
９
・
�
７７４
―

５

３
４
２

児
童
を
狙
っ
た
不
審
者
に

ご
注
意
を

上
尾
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、

児
童
が
不
審
者
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
り
、
つ
き
ま
と
わ
れ
た
り
す
る

事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審

者
は
、「
お
菓
子
を
あ
げ
る
」「
一

緒
に
遊
び
に
行
こ
う
」な
ど
と
声

を
掛
け
、近
づ
い
て
き
ま
す
。
不

審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
子
ど
も
と
一

緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
１
人

に
な
ら
な
い
／
知
ら
な
い
人
に
は

つ
い
て
行
か
な
い
／
怖
い
と
感
じ

た
ら
大
声
で
助
け
を
呼
び
、
す
ぐ

に
逃
げ
る

�
上
尾
警
察
署
�
・

�
７７３
―

０
１
１
０

障害福祉課 �７７５―５３１５・�７７６―８８７２
日常生活で使える手話を紹介しますので、皆

さん一緒に学びませんか。
今月は「うれしい（楽しい）」を紹介します。

両手のひらを軽く胸に当て、交互に上下させます。こ
の時に表情も意識して、うれしい（楽しい）気持ちを相手
に伝えましょう。

うれしい（楽しい）
協力 上尾市聴覚障害者協会

広告
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学
童
保
育
所
入
所
希
望
者

臨
時
説
明
・
手
続
き
会

４
月
か
ら
学
童
保
育
所
へ
の
入

所
を
希
望
す
る
人
で
、
市
内
へ
の

転
入
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
１０
〜
１２

月
に
開
催
し
た「
入
所
希
望
者
説

明
会
」に
出
席
で
き
な
か
っ
た
保

護
者
を
対
象
に
、
臨
時
の
入
所
説

明
・
手
続
き
会
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
２
月
２７
日
㈭
ま
で

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童
ク
ラ

ブ
の
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
�
２
月
２９
日
㈯
①
１０
時
〜

②
１４
時
〜

※
①
②
は
同
じ
内
容

で
す
。
�
青
少
年
セ
ン
タ
ー

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学

童
ク
ラ
ブ
の
会
�
７７１
―
６
９
４
５
・

�
７７７
―

５
７
９
０

生
産
緑
地
の
活
用
を

生
産
緑
地
の
管
理
手
法
と
し
て

市
民
農
園
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
民
農
園
と
は
、
市
民

が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

自
家
用
野
菜
・
花
の
栽
培
、
生
き

が
い
づ
く
り
、
生
徒
・
児
童
の
体

験
学
習
な
ど
の
目
的
で
、
小
面
積

の
農
地
を
利
用
し
て
野
菜
や
花
を

育
て
る
農
園
で
す
。
管
理
方
法
や

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
農
政
課

（
�
７７５
―

７
３
８
４
・
�
７７５
―

９
８

７
２
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
�
み
ど
り
公
園
課
�
７７５
―

８

１
２
９
・
�
７７５
―

９
９
０
６

緑
の
募
金（
家
庭
募
金
）

昨
年
９
・
１０
月
に
実
施
し
た
募

金
の
総
額
は
、
４６２
万
５
、２
７
２

円
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
県
緑
化
推

進
委
員
会
を
通
し
て
募
金
総
額
の

５０
㌫
が「
上
尾
市
み
ど
り
の
基
金
」

に
繰
り
入
れ
ら
れ
、
市
内
緑
化
の

推
進
と
緑
化
保
全
事
業
の
た
め
の

資
金
に
使
わ
れ
ま
す
。
�
み
ど

り
公
園
課
�
７７５
―

８
１
２
９
・
�

７７５
―

９
９
０
６
、
県
緑
化
推
進
委

員
会
�
８２４
―

５
９
７
８
・
�
８２４
―

２

１
６
８

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
の

予
約
受
け
付
け
を
開
始

平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
改
修
工

事
の
た
め
３
月
３１
日
㈫
ま
で
利
用

休
止
し
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
㈬

以
降
の
予
約
は
、
２
月
１
日
㈯
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
は
、
市

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
�
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
�
７８１
―

８
１
１
２
・
�
７７５
―

６

６
０
８

市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
大
会
と
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

①
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
バ
ッ

ジ
テ
ス
ト

�
３
月
１４
日
㈯

�

講
習
会
終
了
後
に
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

を
実
施

�
２
千
円

②
市
民
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

�

３
月
１５
日
㈰

�
小
・
中
学
生
各

男
女
の
部
、
成
年
女
子
の
部
、
成

年
１
部（
２９
歳
以
下
）、
成
年
２
部

（
３０
歳
以
上
）、
成
年
３
部（
４０
歳

以
上
）、成
年
４
部（
５０
歳
以
上
）、

成
年
５
部（
６０
歳
以
上
）、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
部
に
分
か
れ
て
競
技

�
小
・
中
学
生
／
千
円
、
一
般
／

２
千
円

�
１００
人（
先
着
順
）
●

か
ざ
わ

①
②
共
通

�
鹿
沢
ス
ノ
ー
エ
リ

ア（
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
）
【
集

合
】８
時
〜
８
時
３０
分
に
直
接
、ス

キ
ー
場
内
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ

�
３
月
３
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
を

用
意
し
て
直
接
、
ベ
ス
ト
ス
キ
ー

サ
ー
ビ
ス（
西
宮
下
２
―

３１８
）へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。
�
市
ス
キ
ー
連
盟

事
務
局
の
内
田（
９
〜
１９
時
）�

０９０
―

８
０
３
２
―

８
５
１
６
ま
た
は

稲
沢（
１９
〜
２１
時
）�
７７６
―

０
５
５

３い
き
い
き
健
康
教
室

〜
メ
タ
ボ
・
ロ
コ
モ
予
防
対

策
と
は
〜

�
３
月
１３
日
㈮
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

�
市
民
体
育
館

�
健
康

運
動
指
導
士
兼
鍼
灸
師
の
加
藤
孝

太
さ
ん
と
、
健
康
維
持
・
増
進
を

目
指
し
、
安
全
に
運
動
す
る

�

５０
歳
以
上
の
人

�
２００
円

�
３０

人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
上
履
き
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

�
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、２
月
１６
日
㈰
ま
で（
必

着
）に
市
民
体
育
館（
〒
３６２
―

０
０

４
５
向
山
４
―

３
―

１０
）へ

�
市

民
体
育
館
�
７８１
―

８
１
１
１
・
�

７８１
―

８
１
１
３

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

�
２
月
１１
日
㈷
９
時
〜

�
市
民

体
育
館

�
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

�
１
チ
ー
ム
３
千
円

�
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
、
選
手
全
員
の

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
、
２
月

５
日
㈬
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
の
泉
田

実（
〒
３６２
―

０
０
４
７
今
泉
２２１
―

１８
）へ

�
泉
田
�
・
�
７８１
―

８
１

５
８市

野
球
大
会

�
４
月
５
日
か
ら
の
毎
週
㈰

�

市
民
球
場
な
ど

�
１
チ
ー
ム
７

千
円（
新
チ
ー
ム
は
登
録
料
と
し

て
別
途
１
万
円
）
�
申
込
書（
市

野
球
連
盟
事
務
局
に
あ
る
。
前
回

大
会
参
加
チ
ー
ム
に
は
郵
送
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
２
月
２０

日
㈭
ま
で（
必
着
）に
郵
送
で
市
野

球
連
盟
事
務
局
の
遠
山
洋
司（
〒

３６２
―

０
０
３
１
東
町
１
―

７
―

１１
）へ

※
３
月
８
日
㈰
に
文
化
セ
ン
タ
ー

で
主
将
会
議
を
行
い
ま
す
。
�

遠
山
�
７７４
―

０
６
０
６
・
�
７７４
―

１

３
３
０

募

集

『
上
尾
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
』へ
の
有
料
広
告

７
月
１
日
㈬
〜
令
和
３
年
６
月
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３０
日
の『
上
尾
市
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
』（
６
月
に
配
布
予
定
）に

掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま

す
。
【
掲
載
位
置
】カ
レ
ン
ダ
ー
の

下
段
で
市
が
指
定
し
た
位
置

※

カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
置
が
昨
年
と
異

な
り
ま
す
の
で
、
掲
載
位
置
を
あ

ら
か
じ
め
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
【
枠

数
】１２
枠

※
若
干
増
減
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
【
色
・
規
格
・

掲
載
料
】４
色
刷
り
・
縦
３４
×
横

９３
㍉
・
５
万
円（
１
枠
当
た
り
）

【
掲
載
で
き
な
い
も
の
】法
令
な
ど

に
違
反
す
る
も
の
や
、
政
治
・
宗

教
性
の
あ
る
も
の
な
ど
、
市
の
発

行
物
の
広
告
と
し
て
不
適
当
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
も
の

�
申
込
書

（
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
３
月
１９
日
㈭
ま
で
に
直

接
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
へ

�
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
�
７８１
―

９
１
４
１
・
�
７８１
―

９
１
６
６

生
活
保
護
面
接
相
談
員

【
任
用
期
間
】４
月
１
日
㈬
〜
令
和

３
年
３
月
３１
日
【
勤
務
日
】㈪
〜

㈮
の
う
ち
週
４
日
・
９
〜
１７
時

【
勤
務
地
】生
活
支
援
課

�
生
活

保
護
面
接
相
談
な
ど

�
社
会
福

祉
士
か
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
人
、
ま
た
は
福
祉
業
務

の
実
務
経
験
が
あ
り
福
祉
行
政
へ

の
理
解
の
あ
る
人
【
報
酬
】月
額

１２
万
１
千
円（
平
成
３１
年
度
実
績
）

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
�
１
人
【
面
接
日
】２
月

１７
日
㈪

�
履
歴
書
、
自
己
紹
介

書（
い
ず
れ
も
生
活
支
援
課
に
あ

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、２
月
１３
日
㈭
ま
で（
必

着
）に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
生
活

支
援
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町

３
―

１
―

１
）へ

�
生
活
支
援
課

�
７７５
―

５
１
１
９
・
�
７７６
―

８
８
７

２介
護
相
談
員

市
内
の
介
護
施
設
を
訪
問
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な
ど

か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不

安
や
不
満
を
聞
き
、
問
題
の
改

善
・
解
決
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
や
行
政
と
の
橋
渡
し
を
す
る

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。
�

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る

人
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
②
介
護

に
関
心
が
あ
り
、
半
日
の
活
動
を

月
に
４
回
程
度
で
き
る
③
市
指
定

の
相
談
員
養
成
研
修（
会
場
は
東

京
都
内
・
５
日
間
・
８
月
実
施
予

定
）に
参
加
し
、
課
程
を
修
了
で

き
る（
１１
月
か
ら
活
動
開
始
）④
２

年
以
上
活
動
で
き
る
【
謝
金
】訪

問
１
回
当
た
り
２
千
円

�
４
人

程
度
【
選
考
方
法
】面
接
審
査

�
申
込
書（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
２
月
２８
日
㈮
ま
で（
必

着
）に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
高
齢

介
護
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町

３
―

１
―

１
）へ

�
高
齢
介
護
課

�
７７５
―

６
４
７
３
・
�
７７６
―

８
８
７

２ま
な
び
す
と
指
導
者
バ
ン
ク

登
録
者

「
上
尾
市
ま
な
び
す
と
指
導
者

バ
ン
ク
」に
登
録
す
る
新
た
な「
ま

な
び
す
と
指
導
者
」を
募
集
し
ま

す
。
�
次
の
①
〜
④
の
全
て
に

該
当
す
る
人
①
各
学
習
分
野
で
優

れ
た
資
質
や
能
力
を
持
つ
、
ま
た

は
得
意
な
技
術
・
知
識
・
経
験
を

有
し
、
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す

る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
か
つ
意
欲
が

あ
る
②
市
内
に
在
住
・
在
勤
、
ま

た
は
現
在
、
市
内
で
講
師
と
し
て

指
導
し
て
い
る
③
指
導
者
バ
ン
ク

の
目
的
を
理
解
し
、
賛
同
で
き
る

④
指
導
者
と
し
て
政
治
・
宗
教
・

営
利
活
動
を
目
的
と
し
な
い

�

申
請
書（
生
涯
学
習
課
に
あ
る
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

指
導
資
格
の
免
状
な
ど
の
写
し
を

添
付
し
て
直
接
、
生
涯
学
習
課
へ

�
生
涯
学
習
課
�
７７５
―

９
４
９

０
・
�
７７６
―

２
２
５
０

学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員

①
学
童
保
育
所
補
助
員
【
勤
務

時
間
】㈪
〜
㈮
／
１４
〜
１９
時
、㈯
／

８
〜
１９
時

※
実
働
は
４
時
間
程

度
で
す
。
【
勤
務
地
】市
内
の
学

童
保
育
所

※
住
居
地
を
考
慮
し

ま
す
。
�
放
課
後
児
童
の
保
育

【
時
給
】９２６
〜
１
、０
４
１
円（
勤
務

日
数
・
曜
日
・
時
間
帯
に
よ
る
）

※
諸
手
当
、
有
給
休
暇
が
あ
り
ま

す
。
②
障
が
い
児
担
当
職
員（
な

か
よ
し
サ
ポ
ー
タ
ー
）
【
勤
務
時

間
】㈪
〜
㈯
の
う
ち
週
５
日
／
１０
〜

１９
時（
月
間
合
計
１４０
時
間
以
内
）

【
勤
務
地
】大
石
・
大
石
北
小
・
芝

川
学
童
保
育
所

�
特
別
支
援
児

を
中
心
に
し
た
保
育
【
時
給
】

１
、１
６
６
円

※
社
会
保
険
加

入
、
諸
手
当
、
有
給
休
暇
が
あ
り

ま
す
。
③
早
朝
臨
時
職
員（
お
は

よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
）
【
勤
務
時

間
】春
休
み
な
ど
の
早
朝
開
設
時

期
の
７
時
２０
分
〜
８
時
２０
分
【
勤

務
地
】市
内
の
学
童
保
育
所

※

住
居
地
を
考
慮
し
ま
す
。
【
時

給
】千
円

●
①
〜
③
共
通

�

子
ど
も
が
好
き
で
楽
し
く
遊
べ
る

人

�
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ

お
学
童
ク
ラ
ブ
の
会
へ

�
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童
ク
ラ
ブ
の
会

�
７７１
―

６
９
４
５
・
�
７７７
―

５
７
９

０県
立
中
央
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
高
等
技
術
専
門
校（
戸
崎

９７５
）で
は
、
正
社
員
就
職
を
目
指

し
た
専
門
技
術
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ

る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
�
２
月
１５
日
㈯
１０
〜
１２
時

�
入
試
情
報
な
ど
の
概
要
説
明
、

施
設
見
学

�
本
校
へ
入
校
を
希

望
す
る
人

�
２
月
１４
日
㈮
ま
で

に
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
中
央

高
等
技
術
専
門
校
へ

�
県
立
中

央
高
等
技
術
専
門
校
�
７８１
―

３
２

４
１
・
�
７８１
―

８
９
９
０
・
�n８

１３２４１ @
pref.saitam

a.lg.jp
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小
学
校
臨
時
給
食
調
理
員
・

小
学
校
臨
時
短
期

給
食
調
理
員

①
小
学
校
臨
時
給
食
調
理
員
【
任

用
期
間
】４
月
６
日
㈪
〜
令
和
３

年
３
月
３１
日
【
勤
務
日
・
時
間
】

㈪
〜
㈮（
㈷
を
除
く
）９
時
〜
１５
時

１５
分
ま
た
は
９
時
１５
分
〜
１５
時
３０

分（
休
憩
４５
分
）
※
校
長
の
指
示

に
よ
り
ま
す
。
【
勤
務
地
】市
内

の
小
学
校
【
時
給
】９５０
円（
平
成

３１
年
度
実
績
）
※
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
社
会
保

険
加
入
、
期
末
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

②
小
学
校
臨
時
短
期
給
食
調
理
員

【
勤
務
日
・
時
間
】小
学
校
給
食
実

施
日
の
う
ち
欠
員
が
あ
っ
た
日

（
不
定
期
）８
時
１５
分
〜
１６
時
４５
分

の
間
で
、
１
日
４
時
間
〜
７
時
間

３０
分

※
欠
員
の
状
況
に
よ
り
ま

【西側会場】
ところ
市役所

上尾公民館

大石公民館
上尾公民館

とき
６／ ８㈪
６／１６㈫
６／２４㈬
７／ ２㈭
７／１７㈮
７／２２㈬

【東側会場】
ところ
市役所

上尾公民館

原市公民館
上尾公民館

とき
６／ ８㈪
６／１６㈫
６／２４㈬
７／ １㈬
７／１５㈬
７／２２㈬

内 容
料理の基本、季節の調理方法などを学び会食をする
パンの作り方とパンに合う料理の作り方を学ぶ
パンの作り方を体験する
料理の基本、季節の調理方法などを学び会食をする
いろいろな曲を楽しく歌い、心身をリフレッシュする
絵手紙の書き方の基本を学ぶ
パステル画の描き方の基本を学ぶ
鍵盤ハーモニカを吹くことで健康維持を図る
花の特性やガーデニングの基本を学ぶ
お茶を飲みながら、障害のある人同士で交流を図る
言語聴覚士による機能訓練を通して社会復帰を目指す
パソコンの基本的な操作を学ぶ
パソコンの趣味の幅を広げる
理学療法士の指導による機能回復訓練と、訓練を含んだレクリ
エーションで体を動かす

理学療法士または作業療法士の指導のもと、スポーツ・レクリ
エーションで体を動かし、身体機能の低下予防と心身のリフレッ
シュを図る

音楽に合わせて体を動かし、楽しみながら体力をつける

吹矢協会の指導者に腹式呼吸の基本を学び健康増進を図る

時 間
１０：００～１３：００

１０：００～１３：１５

１０：００～１３：００

１０：００～１２：００

１０：００～１１：３０

１０：００～１２：００

１０：００～１４：００

１０：００～１２：００

日 程
第１㈮（年１０回）
第２㈮（年１２回）
第４㈮（年１０回）
第５㈮（年４回）
第３㈪（年１１回）
第３㈭（年１１回）
第３㈮（年１１回）
第４㈪（年９回）
第５㈪（年３回）
第５㈬（年２回）
第１㈭（年１１回）
第２㈭（年１１回）
第４㈭（年１０回）
第１・２・３㈬
（年３４回）
①第１㈫（年１０回）
②第２㈫（年１２回）
③第３㈫（年１２回）
④第４㈫（年９回）
第２㈪（年１０回）
第１㈪（年１０回）
第４㈬（年１１回）

教 室 名
料理教室
パン教室①
パン教室②
料理教室（視覚障害）
歌声教室
絵手紙教室
パステル画教室
ピアニカ
フラワー教室
スマイルカフェ
失語訓練教室
パソコン教室（初級）
パソコン教室（中級）

リハビリ訓練教室

スポーツ・
レクリエーション教室

健康体操教室
健康吹矢教室①
健康吹矢教室②

創
作
的
活
動

社
会
訓
練
機
能

訓
練
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

アッピー元気体操リーダー
高齢介護課 �７７５―４１９０・�７７６―８８７２

地域で活動するアッピー元気体操のリーダーを募集します。 �次の
①～③の全てに該当する人①おおむね７５歳以下で健康である（血圧
１５９／９４以下、脈拍９９以下）②リーダー養成講座に４回以上出席できる③
リーダー養成講座修了後、週１回程度、公民館や集会所などでアッピー
元気体操のリーダー活動ができる
●リーダー養成講座 �・�下表のとおり �アッピー元気体操、アッ
ピーせらばん体操、救急法など �両会場合わせて６０人（先着順）
※申し込み状況により、希望した会場にならない場合があります。 �
２月７日㈮～４月２４日㈮に住所、氏名、生年月日、性別、電話番号、希望
する会場を直接か電話またはファクスで高齢介護課へ

令和２年度身体障害者福祉センター「ふれあいハウス」の利用者
社会福祉協議会「ふれあいハウス」 �７７６―２２３５・�７７２―８６４７

�総合福祉センター（平塚７２４） �市内に在住で、身体障害者手帳と市発行の「上尾市特定生活支援事業サービス
受給者証」を持っている人 �受給者証に記載されている障害区分負担額（生活保護受給世帯、非課税世帯を除
く）、創作活動の材料費、昼食代 �２月１７日㈪までに住所、氏名、電話またはファクス番号を直接か電話または
ファクスで「ふれあいハウス」へ ※送迎サービスはありますが、入浴サービスはありません。

※各会場全６回で、時間は９：４５～１２：００（７／１・２は９：３０～）です。変更する場合があります。
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す
。
【
勤
務
地
】市
内
の
小
学
校

（
小
学
校
か
ら
電
話
で
１
日
ご
と

に
随
時
指
定
）
【
時
給
】９５０
円（
平

成
３１
年
度
実
績
）
※
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
①
②
共
通

�
学
校
給
食
に
理

解
の
あ
る
健
康
な
人
【
通
勤
費
】

２
㌔
以
上
で
交
通
用
具
使
用
／
１

日
１００
円
〜（
距
離
に
よ
る
）、
交
通

機
関
使
用
／
実
費

�
①
は
履
歴

書（
市
販
の
も
の
）、
②
は
申
請
書

（
学
校
保
健
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写

真
を
貼
付
し
て
、
事
前
に
電
話
連

絡
の
上
、
直
接
学
校
保
健
課
へ

�
学
校
保
健
課
�
７７５
―

９
６
８

３
・
�
７７５
―

５
６
３
３

小
学
校
臨
時
学
校
栄
養
士

【
任
用
期
間
】４
月
１
日
㈬
〜
令
和

３
年
３
月
３１
日
【
勤
務
日
・
時

間
】㈪
〜
㈮（
㈷
を
除
く
）８
時
３０

分
〜
１６
時
１５
分（
休
憩
４５
分
）
※

長
期
休
業
中
は
指
定
日
だ
け
で

す
。
【
勤
務
地
】市
内
小
学
校

�
栄
養
計
算
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た

給
食
用
食
材
の
発
注
、衛
生
管
理
、

食
育
指
導
の
補
助
、
調
理
員
の
指

導
助
言
、
保
護
者
対
応
な
ど

�

管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士
の
資

格
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
人
【
時
給
】１
、３
４
０
円（
平

成
３１
年
度
実
績
）
※
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
社
会

保
険
加
入
、
期
末
手
当
を
支
給
し

ま
す
。
【
通
勤
費
】２
㌔
以
上
で

交
通
用
具
使
用
／
１
日
１００
円
〜

（
距
離
に
よ
る
）、
交
通
機
関
使

用
／
実
費

�
申
請
書（
学
校
保

健
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
管
理
栄
養
士

ま
た
は
栄
養
士
の
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
、
事
前
に
電
話
連
絡
の

上
、
直
接
学
校
保
健
課
へ

�
学

校
保
健
課
�
７７５
―

９
６
８
３
・
�

７７５
―

５
６
３
３

あ
げ
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
保
育
所
・
習
い
事
な

ど
の
送
迎
や
、
保
育
な
ど
預
か
り

を
お
手
伝
い
し
た
い
人（
提
供
会

員
）と
お
手
伝
い
し
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
会
員
）が
会
員
と
な
り
、
地

域
の
中
で
助
け
合
い
な
が
ら
子
育

て
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
入
会

を
希
望
す
る
人
は
、
入
会
説
明
会

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
入
会
説
明
会

�
平
日
と
偶
数

月
の
第
２
㈯（
㈷
を
除
く
）９
〜
１６

時

�
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
平

塚
７２４
）
�
提
供
会
員（
育
児
の
援

助
を
行
う
人
）／
市
内
に
在
住
の

２０
歳
以
上
で
心
身
共
に
健
康
な
人

依
頼
会
員（
育
児
の
援
助
を
受
け

た
い
人
）／
市
内
に
在
住
・
在
勤

で
０
歳
児（
首
の
据
わ
っ
た
４
カ

月
ご
ろ
）〜
小
学
６
年
生
の
子
ど

も
が
い
る
人

�
筆
記
用
具
、
印

鑑
、
登
録
者
の
写
真（
縦
３
×
横

2.5
㌢
）を
提
供
会
員
は
２
枚
、
依

頼
会
員
は
１
枚

�
電
話
で
あ
げ

お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
へ

※
１
週
間
前
ま
で
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�
あ

げ
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

�
７７７
―

０
９
４
１
・
�
７７２
―

８
６
４

７

農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園ののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者
農政課 �７７５―７３８４・�７７５―９８７２

■市民農園「アグリプラザ平塚」の新規利用者（空き区画）
【利用期間】４月～令和３年３月 �市民農園「アグリプラザ平塚」
�市内に在住の人 【募集区画数】１０区画前後（応募者多数の場
合は抽選） ※１世帯につき１区画の応募です。【使用料】３０平方
㍍／年額１２，０００円、６平方㍍／年額２，４００円（福祉区画） �はが
きに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、希望区画面
積を記入して、２月２１日㈮まで（必着）に農政課（〒３６２―８５０１本町
３―１―１）へ

■体験農園の利用者
体験農園とは、農家が開設し、経営・管理する農園です。農

園利用者は、手ぶらで農園に行き、農園主の指導を受けながら、
作付けから収穫までの農作業を体験できるので、初心者も安心
していろいろな野菜作りができます。
市では農業への理解を深める取り組みとして、農業体験農園

の新規開園に対する相談や『広報あげお』による利用者募集など
の支援を行っています。
①農業王国榎本農園
【利用期間】３月～令和３年１月 �中分２―５８ 【１組の利用面積】３０
平方㍍ �３５，０００円 【主な栽培品目】キュウリ、トマト、キャ
ベツなど、年間で約３０品目 【講習会】年間２０回程度 �住所、
氏名、電話番号、農園希望を電話かファクスまたはメールで榎
本農園の榎本へ ※２月１６日㈰に説明会を行います（事前申し込
みが必要）。 �榎本�・�７２５―２４５５・�agri.enomoto@
gmail.com・�https : //agri０１.wixsite.com/enomoto
②ファミリー農園 菜園倶楽部
【利用期間】３月～令和３年１月 �平塚１―１５２ 【１組の利用面積】
３０平方㍍ �３５，０００円 �２８組 【主な栽培品目】葉物野菜、ト
マト、ニンジン、ナス、キュウリなど年間で約２０～３０品目 【講
習会】年間２０回程度（原則週末） �電話またはメールで菜園倶
楽部の市村へ ※２月２２日㈯・２３日㈷に説明会を行います。 �
市村�０８０―３７２７―７０２６・�saien.club２０１９@gmail.com・�
http : //www.saien.club
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上
尾
看
護
専
門
学
校
学
生

【
試
験
日
】３
月
１４
日
㈯

�
一

般
／
①
高
校
を
卒
業
ま
た
は
令
和

２
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
②

高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格

し
た
人
③
学
校
教
育
法
施
行
規
則

第
１５０
条
第
７
号
の
規
定
に
適
合

し
、
審
査
で
認
め
ら
れ
た
人

社

会
人
／
①
大
学
か
短
期
大
学
を
卒

業
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
人
②
高
校
を
卒
業
ま
た

は
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合

格
し
、
入
学
時
に
満
２３
歳
に
達
し

て
い
る
人

�
入
学
願
書（
上
尾

看
護
専
門
学
校〈
〒
３６２
―

０
０
２
１

原
市
３
４
９
４
―

４
〉に
あ
る
。
同

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�https

://
w
w
w
.ageons.jp/

〉か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
２
月
２５
日
㈫
〜
３
月

５
日
㈭
に
直
接
ま
た
は
郵
送（
５

日
必
着
）で
上
尾
看
護
専
門
学
校

へ

�
上
尾
看
護
専
門
学
校
�

７２２
―

１
０
４
３
・
�
７２２
―

１
３
０
２

弾
き
語
り
野
外
ラ
イ
ブ

出
演
者

５
月
２３
日
㈯
に
イ
コ
ス
上
尾
屋

外
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
す
る
、
弾
き

語
り
野
外
ラ
イ
ブ
の
出
演
者
を
募

集
し
ま
す
。
※
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
。
ド
ラ
ム
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
カ
ホ
ン（
ペ
ル
ー
発
祥

の
打
楽
器
）は
使
用
で
き
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

メ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
と
団
体

�
出
演
者
１
人
に
つ
き
千
円

�

１４
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
【
出
演
時
間
】１
組
２０
分
以

内（
準
備
・
後
片
付
け
を
含
む
）

�
申
込
書（
イ
コ
ス
上
尾
、
市
役

所
１
階
総
合
案
内
、
各
支
所
・
出

張
所
・
公
民
館
に
あ
る
。
イ
コ
ス

上
尾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�http
://

w
w
w
.ageo ―kousya.or.jp/i

kosu/

〉か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、３

月
６
日
㈮
ま
で（
必
着
）に
直
接
か

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
イ
コ
ス

上
尾（
〒
３６２
―

０
０
１
１
平
塚
９５１
―

２
）へ

※
４
月
４
日
㈯
に
代
表

者
会
議
を
行
い
ま
す
。
�
イ
コ

ス
上
尾
�
７７２
―

１
６
１
１
・
�
７７２
―

１
６
１
４講

座

里
親
入
門
講
座

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
人
を

対
象
に
、
里
親
入
門
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
�
２
月
２９
日
㈯
１３
時

３０
分
〜
１６
時

�
桶
川
市
役
所

（
桶
川
市
泉
１
―

３
―

２８
）
�
里
親

制
度
の
概
要
説
明
、
里
親
の
養
育

体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど

�
里

親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

�
５０

人（
先
着
順
）
�
２
月
２８
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
県
中
央
児
童
相
談
所

へ

※
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
�htt

p
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.
jp/a0608/satooya/satoo
ya ―seido.htm

l

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
�
県
中
央
児
童
相
談
所

�
７７５
―

４
１
５
２
・
�
７７０
―

１
０
５

５救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

�
３
月
１４
日
㈯
９
〜
１２
時

�
市

消
防
本
部

�
小
児
、
乳
児
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外
式

除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法

な
ど

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上

�
１５
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
市
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス

（
�https

://s―kantan.jp/ci
ty ―ageo―saitam

a―u/

）か
ら

電
子
申
請
ま
た
は
往
復
は
が
き
に

講
習
日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
在
勤
の
人
は

勤
務
先
名
、
在
学
の
人
は
学
校
名

を
記
入
し
て
、
２
月
２４
日
㈷
〜
３

月
２
日
㈪（
必
着
）に
、
東
消
防
署

管
理
課（
〒
３６２
―

０
０
１
３
上
尾
村

５３７
）へ

�
東
消
防
署
管
理
課
�

７７５
―

１
３
１
０
・
�
７７０
―

１
９
０
２

防
災
講
座「
今
、
停
電
し
た

ら
一
番
困
る
事
っ
て
何
？

〜
身
近
な
物
を
活
か
し
て
、

も
し
も
に
備
え
よ
う
！
〜
」

近
年
、
台
風
や
地
震
な
ど
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
電
気
に
頼
る

生
活
を
し
て
い
る
今
、
停
電
す
る

と
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
ま

す
。
事
前
の
準
備
で
、
起
こ
り
得

る
災
害
に
慌
て
ず
対
処
で
き
る
よ

う
、
一
緒
に
防
災
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。
�
２
月
２８
日
㈮
１０

時
〜
１１
時
４５
分

�
上
尾
公
民
館

【
講
師
】小
澤
勇
さ
ん（
防
災
士
・

消
防
設
備
士
）
�
市
内
に
在
住
・

在
勤
の
人

※
子
ど
も
が
一
緒
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
�
４０
人（
先

着
順
）
�
２
月
３
日
㈪
か
ら
電

話
で
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
へ

�
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
�
７７８
―

５
１
１
１
・
�

７７８
―

５
１
１
２

就
職
セ
ミ
ナ
ー

「
人
を
大
切
に
す
る
職
場
づ

く
り
と
働
き
方
〜『
働
き
た

い
』を
叶
え
よ
う
〜
」

職
場
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
、

心
を
病
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
職
場
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
や
職
場
復
帰
・
社

会
復
帰
を
考
え
て
い
る
人
、
復
帰

を
受
け
入
れ
る
人
や
支
え
る
家
族

な
ど
、
み
ん
な
で
働
き
や
す
い
職

場
や
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
�
３
月
３
日
㈫
１８
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分

�
プ
ラ
ザ
２２

か
わ
も
と
つ
ぎ
お

【
講
師
】河
本
次
生
さ
ん（
埼
玉
県

立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会

復
帰
部
復
職
支
援
担
当
）
�
就

職
し
て
い
る
人
、
復
職
・
就
活
・

転
職
を
考
え
て
い
る
人
と
家
族
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー（
悩
ん
で
い
る

人
に
寄
り
添
い
支
え
る
人
）に
興

味
が
あ
る
人

�
４０
人（
先
着
順
）

�
２
月
３
日
㈪
か
ら
電
話
で
商
工

課
へ

�
商
工
課
�
７７７
―

４
４
４

１
・
�
７７５
―

５
０
２
４

パ
パ
と
子

でde

お
豆
腐
屋
さ
ん
に
教
わ
る

豆
腐
つ
く
り
体
験

豆
腐
つ
く
り
の
過
程
や
豆
腐
の
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内閣府男女共同参画局が実施す
る、男性の家事・育児などへの参
画促進を目的とした取り組みのロ
ゴマーク

副
産
物
を
味
わ
う
こ
と
を
通
し

て
、「
料
理
は
科
学
」と
い
う
考
え

方
を
学
び
、
積
極
的
に
家
事
や
育

児
に
参
加
す
る
こ
と
の
き
っ
か
け

作
り
を
目
的
と
す
る
講
座
で
す
。

�
２
月
１５
日
㈯
１０
〜
１３
時

�
上

尾
公
民
館
【
講
師
】髙
橋
知
宏
さ

ん（
上
尾
市
食
品
衛
生
協
会
組
合

常
任
理
事
、
豆
腐
組
合
長
）他
４

人

�
小
学
生
と
父
親

�
１
組

１
、２
０
０
円

�
８
組（
先
着

順
）
�
子
ど
も
用
の
エ
プ
ロ
ン
・

上
履
き
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

※
父
親
の
エ

プ
ロ
ン
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

�
２
月
４
日
㈫
か
ら
電
話
で
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

�

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
�

７７８
―

５
１
１
１
・
�
７７８
―

５
１
１
２

植
木
剪
定
基
本
講
習
会

せ
ん
て
い

植
木
剪
定
の
就
業
を
希
望
す
る

人
の
技
能
の
向
上
・
育
成
と
、
作

業
の
安
全
や
健
康
を
確
保
す
る
た

め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
�

３
月
３
日
㈫
〜
６
日
㈮
１０
〜
１５
時

（
全
４
回
）
�
１
日
目（
講
義
）／

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
平
塚

３
０
０
１
）、
２
〜
４
日
目（
実

技
）／
泉
台
学
習
教
室（
泉
台
１
―

６
―

９
）
※
泉
台
学
習
教
室
は
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
�
植
木

剪
定
の
就
業
を
希
望
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し

て
就
業
す
る
意
欲
の
あ
る
健
康
な

６０
歳
代
前
半
の
人

�
１０
人（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）
�

は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
生
年

月
日
、
造
園
業
務
経
験
の
有
無
、

電
話
番
号
、フ
ァ
ク
ス
番
号（
持
っ

て
い
る
人
）、「
植
木
剪
定
基
本
講

習
希
望
」を
記
入
し
て
、
２
月
１８

日
㈫
ま
で（
必
着
）に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（
〒
３６２
―

０
０
１
１
平

塚
３
０
０
１
）へ

�
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
�
７７９
―
５
５
２
５
・

�
７７６
―

１
０
７
４

上
平
公
園
剪
定
講
座

バ
ラ
冬
季
剪
定

�
２
月
１７
日
㈪
１０
〜
１２
時

�
上

平
公
園
バ
ラ
園
、
市
民
球
場

�

基
礎
知
識
講
習
、
実
技
指
導

�

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
初
心
者

�
５００
円

�
２０
人（
先
着
順
）
�

せ
ん
て
い

筆
記
用
具
、
剪
定
ば
さ
み
、
皮
手

袋

�
２
月
３
日
㈪
〜
１４
日
㈮
の

平
日
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
民

球
場（
上
平
公
園
内
）へ

�
市
地

域
振
興
公
社
�
７７６
―

８
９
８
６
・

�
７７６
―

３
３
２
２

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

導
者
、
ま
な
び
す
と
指
導
者

バ
ン
ク
登
録
者
合
同
研
修

「
目
指
せ
！
期
待
さ
れ
る

講
師
〜
若
い
世
代
の
学
び
を

応
援
す
る
た
め
に
〜
」

市
民
講
師
と
し
て
、
若
い
世
代

に
魅
力
的
で
楽
し
い
指
導
を
す
る

こ�

つ�

を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

を
通
し
て
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

�
３
月
９
日
㈪
・
１０
日
㈫
１０
時
〜

１１
時
３０
分

�
上
尾
公
民
館

�

市
内
に
在
住
・
在
勤
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
生
涯
学
習
の
指
導

を
行
う
人
ま
た
は
指
導
者
を
志
す

人
、
ま
な
び
す
と
指
導
者
バ
ン
ク

に
登
録
し
て
い
る
人

�
４０
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
２
月
２１
日
㈮

ま
で（
必
着
）に
生
涯
学
習
課（
〒

３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

�
生
涯
学
習
課
�
７７５
―

９
４
９

０
・
�
７７６
―

２
２
５
０

市
民
活
動
体
験
教
室

「
は
じ
め
の
一
歩
」

〜
ひ
ね
り
竹
と
ん
ぼ
作
り

指
導
者
講
習
会
〜

�
２
月
２３
日
㈷
１３
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分

�
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

�
ひ
ね
り
竹
と
ん
ぼ
作
り

を
体
験
し
て
指
導
者
を
目
指
す

【
講
師
】ア
ッ
ピ
ー
竹
と
ん
ぼ
ク
ラ

ブ
会
員

�
１８
歳
以
上
の
人

�

１５
人（
先
着
順
）
�
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
ど
こ
で
知
っ
た
か
を
、
２
月

１
日
㈯
か
ら
直
接
か
電
話（
㈪
は

除
く
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

�
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
�

７７８
―

１
８
１
０
・
�
７７８
―

１
８
２

０
・
�s５３５００@

city.ageo.lg.
jp

ふっ こう

「ふくしまの福幸のために！
諦めない心で立ち上がる女性の力」

消費生活センター �７７５―０８００・�７７６―４６００
被災地での活動や思いなどを知り、私たちの暮らしにど

のように役立てられるかを考えてみませんか。 �２月２７日
㈭１４～１６時 �コミュニティセンター �飯舘村で原発災
害に遭っても諦めない心で、女性農業者の自律・自立と福
島の復興に貢献する「かーちゃんの力・プロジェクト」や農
業に取り組む姿を紹介 【講師】渡邊とみ子さん（いいたて
ゆき こ

雪っ娘かぼちゃプロジェクト協議会会長） �市内に在住
の人 �７０人（先着順） �２月３日㈪～２０日㈭に電話で消費
生活センターへ

消費生活講演会

福島市出身。いいたて雪っ娘かぼちゃプロ
ジェクト協議会会長。元NPO法人かーちゃ
んの力・プロジェクトふくしま理事。イベン
トを通して元気発信。県産品発信団体を設立。

【プロフィル】わたなべ・とみこ
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三谷宏治さん

「
わ
が
子
の
職
業
的
自
立
」

に
悩
む
家
族
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
〜
次
の
一
歩
の
た
め
に

家
族
が
で
き
る
こ
と
〜

�
３
月
７
日
㈯
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分（
受
け
付
け
／
１３
時
１５
分
〜
）

�
プ
ラ
ザ
２２

�
義
務
教
育
を
修

了
し
た
１５
〜
４４
歳
の
未
就
労
の
子

ど
も
の
親
ま
た
は
家
族（
夫
婦
で

の
参
加
も
可
）
※
子
ど
も
本
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
�
２０
人

（
先
着
順
）
�
２
月
７
日
㈮
か
ら

（
㈰
㈷
を
除
く
９
時
〜
１６
時
３０
分
）

電
話
で
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

埼
玉
へ

�
若
者
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
埼
玉
�
０４８
―

２５５
―

８
６
８
０

催

し

市
障
が
い
者
作
品

展
示
即
売
会

�
２
月
１５
日
㈯
〜
１７
日
㈪
１０
時
〜

１９
時
３０
分（
１５
日
は
１３
時
か
ら
、

１７
日
は
１７
時
ま
で
）
�
丸
広
百

貨
店
上
尾
店
６
階（
宮
本
町
１
―

１
）
�
市
内
の
障
害
者
施
設
・

団
体
に
よ
る
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
・

ま
ん
じ
ゅ
う
・
陶
器
・
布
製
品
な

ど
の
手
作
り
品
、
そ
の
他
自
主
製

品
の
展
示
・
販
売

�
障
害
福
祉

課
�
７７５
―

５
３
１
５
・
�
７７６
―

８
８

７
２農

業
体
験
教
室

（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

�
３
月
１４
日
㈯
９
時
〜

�
市
民

農
園「
ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
平
塚
」
�

親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を
植

え
付
け
、
７
月
頃
に
収
穫
す
る

�
市
内
に
在
住
の
小
学
生
と
家
族

�
１
人
２０
円

�
２０
家
族（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�
往

復
は
が
き
に
教
室
名
、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
記
入
し
て
、
２
月
１４
日
㈮
ま

で（
必
着
）に
農
政
課（
〒
３６２
―

８
５

０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

�
農

政
課
�
７７５
―

７
３
８
４
・
�
７７５
―

９

８
７
２

上
尾
市
民
音
楽
祭

①
邦
楽
祭

�
２
月
１５
日
㈯
１２
〜

１６
時（
開
場
／
１１
時
３０
分
）
�
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�
市
内

こ
と

１４
団
体（
高
校
含
む
）に
よ
る
箏
・

尺
八
・
大
正
琴
な
ど
の
演
奏

※

東
町
小
学
校
の
児
童
合
唱
も
行
い

ま
す
。
②
吹
奏
楽
・
器
楽
祭

�

２
月
１６
日
㈰
１２
〜
１６
時（
開
場
／

１１
時
３０
分
）
�
文
化
セ
ン
タ
ー

�
市
内
１０
団
体（
中
学
校
・
高
校

を
含
む
）に
よ
る
吹
奏
楽
・
弦
楽
、

チ
ュ
ー
バ
な
ど
の
器
楽
の
演
奏

�
生
涯
学
習
課
�
７７５
―

９
４
９

６
・
�
７７６
―

２
２
５
０

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

家
庭
教
育
講
演
会

�
２
月
２２
日
㈯
１３
時
〜
１６
時
３０
分

（
第
２
部
／
１４
時
４５
分
〜
）
�
文

化
セ
ン
タ
ー

�
第
１
部
／
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
実
践
発
表

第
２
部
／

家
庭
教
育
講
演
会「
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
生
き
抜
く
力
の
鍛
え

方
」〜
大
人
の
す
る
こ
と
・
し
な

み
た
に
こ
う
じ

い
こ
と
〜
【
講
師
】三
谷
宏
治
さ

ん（
金
沢
工
業
大
学
教
授
）
�
３５０

人（
先
着
順
）
�
生
涯
学
習
課
�

７７５
―

９
４
９
０
・
�
７７６
―

２
２
５
０

春
企
画

〜
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
大
冒
険
〜

�
３
月
８
日
㈰
９
時
〜
１６
時
３０
分

�
清
水
公
園（
千
葉
県
野
田
市
清

水
９０６
）
※
雨
天
時
は
鉄
道
博
物

館（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町

３
―

４７
）で
す
。
※
集
合
・
解
散

は
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
改
札
で
す
。
�

陸
上
・
水
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
体
験

�
市
内
に
在
住
の
小
学
生

�
３００

円

�
２０
人（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
�
着
替
え
・
昼
食

な
ど

�
往
復
は
が
き（
１
家
族

１
枚
）に
、
子
ど
も
の
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日（
学
年
）・
性

別
、保
護
者
氏
名
、電
話
番
号
、「
春

企
画
〜
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
大
冒
険
〜
参

加
希
望
」を
記
入
し
て
、
２
月
１４

日
㈮
ま
で（
必
着
）に
青
少
年
課

（
〒
３６２
―

０
０
３
７
上
町
２
―

１４
―

１９
）へ

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加

で
す
。
�
青
少
年
相
談
員
協
議

会
の
比
嘉
�
０９０
―

４
１
６
９
―

４
９

９
２市

農
業
女
性
連
絡
協
議
会

「
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
教
室
」

〜
手
作
り
小
麦
ま
ん
じ
ゅ
う

を
作
っ
て
み
よ
う
〜

食
文
化
を
継
承
す
る
た
め
、
農

家
の
伝
統
的
な
食
品
で
あ
る「
ま

ん
じ
ゅ
う
」の
作
り
方
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
�
２
月
２９
日
㈯
１３

時
３０
分
〜
１６
時（
受
け
付
け
／
１３

時
１５
分
〜
）
�
上
尾
公
民
館

�
市
内
に
在
住
の
人

※
親
子

（
小
学
生
以
上
）で
の
参
加
も
で
き

ま
す
。
�
３００
円

�
２０
人（
先
着

順
）
�
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭

き
タ
オ
ル

�
２
月
３
日
㈪
か
ら

電
話
で
農
政
課
へ

�
農
政
課
�

７７５
―

７
３
８
４
・
�
７７５
―

９
８
７
２

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
ど
も
の
元
気
な
お
口
を

育
て
る
た
め
に
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
」

�
２
月
２０
日
㈭
１０
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

�
つ
ど
い
の
広
場
あ
そ
ぼ

う
よ（
二
ツ
宮
１
１
５
６
―

３
）

�
マ
マ
に
な
っ
た
歯
科
医
師
と
管

理
栄
養
士
が
伝
え
た
い
、
離
乳
食

と
虫
歯
予
防
【
講
師
】赤
倉
実
里

さ
ん（
歯
科
医
師
）、
佐
々
木
絵
理

奈
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）
�
乳
幼

児
の
保
護
者

�
３０
人（
先
着
順
）

�
２
月
１
日
㈯
か
ら
保
護
者
と
子

ど
も
の
氏
名
、
子
ど
も
の
年
齢
、

電
話
番
号
を
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
つ
ど
い
の
広
場

あ
そ
ぼ
う
よ
へ

�
つ
ど
い
の
広

場
あ
そ
ぼ
う
よ
�
７７８
―
５
１
０
２
・

�
７７０
―

５
２
７
０
・
�office@

s
ainoko.net
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林田ひろゆき　埼玉グローバル賞受賞記念
「samurai music ZI-PANG SUPER LIVE in あげお」

サムライ ミュージック ジ パング スーパー ライブ

ワ

ン

デ

イ

Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
フ
ェ

〜
リ
タ
イ
ア
の
幸
せ
を
考
え

よ
う
〜

誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
、
ほ
っ

と
す
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報
提

供
や
気
軽
に
参
加
で
き
る
お
茶
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。
�
２
月
２２

日
㈯
１０
時
〜
１５
時
３０
分（
講
演
／

１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）
�
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
古
屋

よ
し
ゆ
き

禎
之
さ
ん
に
よ
る
講
演「
老
後
の

資
産
管
理
に
つ
い
て
」、
お
し
ゃ

べ
り
・
折
り
紙
・
各
種
情
報
掲
示

コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
お
悩
み
相

談
な
ど

�
飲
み
物
／
１００
円（
飲

む
人
だ
け
）
�
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

カ
フ
ェ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

�
０８０
―

５
０
０
３
―

２
３
７
３（
陣

ノ
内
）・
�
７７５
―

１
０
９
８（
田
嶋
）

市
環
境
推
進
協
議
会
の
催
し

環
境
学
習
会「
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
と
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

近
年
、
世
界
中
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
基
本
的
な
事
項
か
ら
、
海
の

な
い
埼
玉
県
で
取
り
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
ま
で
、

身
近
な
河
川
を
例
に
し
て
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
�
２

月
１５
日
㈯
１４
時
〜
１５
時
３０
分

�

上
尾
公
民
館

�
埼
玉
県
水
環
境

課
職
員
に
よ
る
講
演

�
５０
人

（
先
着
順
）
�
２
月
１２
日
㈬
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
環
境
政
策
課

へ

�
環
境
政
策
課
�
７７５
―

６
９

２
５
・
�
７７５
―

９
８
７
２
・
�s２５

１０００ @
city.ageo.lg.jp

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
荒
川
の
自
然
を

守
る
会
の
催
し

①
野
の
花
い
っ
ぱ
い
、
里
山
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
植
物
観
察
と
管

理
作
業
〜

�
２
月
２
日
㈰
・
１６

日
㈰
９
時
３０
分
〜
１２
時（
雨
天
中

止
）
�
上
尾
丸
山
公
園
【
集

合
】上
尾
丸
山
公
園
南
口
ポ
ン
プ

場
前
・
９
時
３０
分

②
草
原
の
観

察
・
樹
木
伐
採
・
外
来
種
抜
き

�
２
月
８
日
㈯
９
時
３０
分
〜
１２
時

（
雨
天
中
止
）
�
三
ツ
又
沼
ビ
オ

ト
ー
プ（
平
方
）
【
集
合
】三
ツ
又

沼
ビ
オ
ト
ー
プ
駐
車
場
・
９
時
３０

分

●
①
②
共
通

�
１００
円

�

飲
み
物
、
軍
手
、
鎌（
持
っ
て
い

る
人
）
【
服
装
】長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
、
帽
子

③
平
方
の
ま
ち
見
学

と
西
野
土
手
の
ア
マ
ナ
観
察
会

�
２
月
２２
日
㈯
９
〜
１２
時（
小
雨

決
行
）
�
西
野
土
手（
平
方
）

【
集
合
】八
枝
神
社（
平
方
）・
９
時

�
２００
円

�
５０
人（
先
着
順
）
�

飲
み
物
、
筆
記
用
具

�
菅
間
�

０９０
―

９
６
４
１
―

５
２
８
８

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

上
尾
支
部
の
催
し

あ
げ
お
の
秘
境

サ
ク
ラ
ソ
ウ
咲

く
里
山
で
楽
し
い
作
業

�
２
月

２
日
〜
３
月
１
日
の
毎
週
㈰
８
〜

１２
時（
小
雨
決
行
）
�
サ
ク
ラ
ソ

ウ
ト
ラ
ス
ト
地（
領
家
）
�
２００
円

�
飲
み
物
、
長
靴
、
軍
手
、
観
察

用
具

�
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
上
尾
支
部
の
小
川
へ

�
小
川
�
７８１
―

０
８
８
７

日本を代表する和
太鼓奏者。世界３４カ
国で活動をしており、
太鼓と音楽を融合した
これまでにない新しい
コンセプトの和太鼓和
楽器集団「ZI-PANG」
をプロデュースしてい
る。「ZI-PANG」は、国内外での評価も高く、
さまざまなイベントに出演し、世界的演出家・
宮本亞門さんも絶賛。

文化センター �７７４―２９５１・�７７４―２９５５

�５月１７日㈰１５時～（開場／１４時） �文化センター �世界各地でも演奏活動をする
ソロ和太鼓奏者とそのグループによる和太鼓の演奏に、キーボード、ベースギター、
尺八、津軽三味線を加えた、和と洋が織りなす絶妙なスーパー太鼓ミュージック。見
るだけでなく、グッズの太鼓で一緒に演奏もできる体験・体感型コンサート 【出演】
林田ひろゆき、ZI―PANG（高田淳、山田ケンタ、小川大介、高橋ルークなど） ●チ
ケット販売 �２月１５日㈯１０時～ �文化センター（９時から整理券を発行）、文化セン
ターオンラインチケットサービス（�http : //www.ageo―kousya.or.jp/center/）、
コンビニエンスストア（セブン―イレブン、ファミリーマート）のマルチコピー機 ※
２月２２日㈯９時からコミュニティセンター、あげお お土産・観光センターでも販売し
ます。 ※売り切れ次第終了です。 �大人／３，８００円、高校生以下／３，０００円、ミニ太
鼓付きチケット大人／５，５００円、ミニ太鼓付きチケット高校生以下／４，８００円（全席指定）

【プロフィル】
はやしだ・ひろゆき

ZI―PANG
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Ａ
Ｇ
Ａ
ロ
シ
ア
料
理
教
室

ロ
シ
ア
出
身
の
ナ
ー
ジ
ャ
さ
ん

に
家
庭
料
理
を
教
わ
り
ま
す
。
�

３
月
１５
日
㈰
１３
時
〜
１６
時
３０
分

�
上
尾
公
民
館

�
ボ
ル
シ
チ
、

ピ
ロ
シ
キ
、パ
プ
リ
カ
の
肉
詰
め
、

サ
ラ
ダ
、
ド
リ
ン
ク

�
会
員
／

１
、５
０
０
円
、
非
会
員
／
１
、８

０
０
円

�
２０
人（
先
着
順
）
�

３
月
６
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、
電
話

番
号
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
Ａ
Ｇ
Ａ
事
務
局
へ

�
Ａ
Ｇ
Ａ

事
務
局
�
７８０
―

２
４
６
８
・
�
７７５
―

０
０
０
７
・
�office@

aga―w
orld.com

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

２
月
の
開
催
日

収
益
金
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
�
２

月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪
、
７
日
㈮
〜

１２
日
㈬
、
１６
日
㈰
〜
２１
日
㈮
、
２３

日
㈷
〜
２６
日
㈬
、
２９
日
㈯
〜
３
月

５
日
㈭
【
場
外
発
売
】１
〜
３

日
、
７
〜
１２
日
、
１６
〜
２１
日
、
２３

日
〜
３
月
５
日

�
埼
玉
県
都
市

競
艇
組
合
�
８２３
―

８
７
１
１
・
�

８２３
―

８
７
０
９

大石公民館 〒３６２-００６３ 小泉９-２８-１ �７２６-６６１５・�７２６-６６１６

コミュニティ人権講座
「拉致問題を考える」
拉致問題について理解を深め、その解決を共に考える

�２月２２日㈯１０：００～１１：３０ �市内に在住・在
勤・在学 �８０人（先着順） �２月１３日㈭までに
直接または電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

初めての親子クッキング
～冬野菜たっぷりレシピ～
ロールキャベツ、冬野菜（カボチャ・カブ・ブロッコリー・エリ
ンギ）のグラタン、ニンジンのピラフを作る

�２月２９日㈯９：３０～１２：３０ �市内に在住の小学生
と保護者 �１，０００円 �１２組 �２月１３日㈭まで
に往復はがきで

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

絵巻で読み解く「源氏物語」の世界
『源氏物語絵巻』の「柏木」と「宿木」の場面を中心に、絵巻物の見
方を学びながら、物語の世界を読み解く

�２月２９日、３月７日のいずれも㈯１４：００～１５：３０（全
２回） �市内に在住・在勤 �４０人 �２月１９日
㈬までに往復はがきまたはメール（�s７２３４００＠
city.ageo.lg.jp）で

上平公民館 〒３６２-０００８ 上平中央３-３１-５ �７７５-９３０８・�７７０-１１０２

水引アクセサリー教室
基本の結びでアクセサリーを作製し、水引細工の歴史や文化を
学ぶ

�２月２２日㈯１０：００～１１：３０ �市内に在住の小・
中学生 ※小学３年生以下は保護者同伴です。 �
５００円 �２０人 �２月１３日㈭までに往復はがきま
たはメール（�s７２３１００＠city.ageo.lg.jp）で ※
作製したい物を次の①～③から一つ記入してくだ
さい。①ストラップと根付②イヤリング（シルバー
またはゴールド）③ピアス（シルバーまたはゴール
ド）

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

はじめての室内ペタンク
年代を問わず気軽に楽しめる、南フランス発祥の地上のカーリ
ング「ペタンク」で、さわやかな汗をかく

�３月１０・１７日のいずれも㈫９：３０～１２：００ �市内
に在住・在勤 �２４人 �室内シューズ �３月２
日㈪までに往復はがきまたはメール（�s７２３１００＠
city.ageo.lg.jp）で

大谷公民館 〒３６２-００４４ 大谷本郷９４９-１ �７８１-０８９２・�７８０-１１１３

PM２．５の体への影響と対策
健康への影響が懸念されている粒子状物質（ＰＭ）２．５の飛散量が
最も増えるといわれている時期を前に、埼玉県の状況を知り、体
に及ぼす影響と対策方法を学ぶ

�２月２０日㈭１４：００～１５：３０ �市内に在住・在勤
�２５人（先着順） �２月３日㈪から電話またはメー
ル（�s７２３５００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

ゆる片付けで、しっかり防災！
簡単にできる「ゆる片付け」で、安全で快適な部屋に整える方法
や、家庭でできる災害に対する備えを学ぶ

�２月２７日㈭１０：００～１１：３０ �市内に在住・在勤
�２５人（先着順） �２月３日㈪から電話またはメー
ル（�s７２３５００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

春のお彼岸にぼたもちを作ろう
あん

春の彼岸を前に、餡の作り方から学び、あんこときな粉のぼた
もちを手作りする

�３月５日㈭９：３０～１２：３０ �市内に在住・在勤
�８００円 �１６人 �２月２０日㈭までに往復はがき
で
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申し込み
方法

上尾公民館 〒３６２-００１７ 二ツ宮７５０（文化センター内） �７７５-０１８５・�７７６-７３６６

初めてのステンドグラス
東京オリンピック・パラリンピック大会エンブレムをイメージ
したカラーを基調に、個性を生かした三角柱の卓上ランプを作
る

�３月１０・１７日のいずれも㈫１３：３０～１６：００（全２回）
�市内に在住・在勤・在学 �２，５００円 �１６人
�２月２６日㈬までに往復はがきまたはメール（�s７
２３０００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

フォークソングを歌おう
懐かしい曲目をみんなで歌うことを通して、音楽を楽しむ

�３月１１日㈬１４：００～１５：３０ �市内に在住・在勤
�３０人 �２月２７日㈭までに往復はがきまたは
メール（�s７２３０００＠city.ageo.lg.jp）で

平方公民館 〒３６２-００５９ 平方９０５-１ �７２６-３４４６・�７２６-３９９１

はじめての花架拳
～ストレッチ・気功体操で健康に～

か か けん

中国武術に伝わる「花架拳」の基本動作を習い、ゆったりした動
きで体幹を鍛え、健康増進を図る

�３月２～２３日の毎週㈪１０：００～１２：００（全４回） �
市内に在住・在勤・在学 �２０人 �２月２０日㈭
までに往復はがきまたはメール（�s７２３２００＠city.
ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

歴史講座～渋沢栄一その魅力～
埼玉県の偉人で、近代日本資本主義の父といわれる渋沢栄一の
人間力と魅力の礎になる若き日について学ぶ

�３月５日㈭１０：３０～１２：００ �市内に在住・在勤・
在学 �５０人（先着順） �２月３日㈪から直接か電
話またはメール（�s７２３２００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

平方寄席～落語を楽しもう～
さんゆうていらくしょう

落語家（真打）・三遊亭楽生さんの独演会で、落語の奥深さと魅
力を堪能する

�３月１０日㈫１３：３０～１５：００（開場／１３：００） �市内
に在住・在勤 �８０人（先着順） ※当日、直接会
場へ。

原市公民館 〒３６２-００２１ 原市３４９９ �７２１-４９４８・�７２１-４９４６

歌の力！
～楽しく歌って心と体を元気に～
みんなでポピュラーソングを歌い、楽しく生き生きと声を出し
て、健康維持と脳の活性化をする

�２月２５日㈫１４：００～１５：３０ �市内に在住・在勤
�４０人（先着順） �２月３日㈪から直接または電話
で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

いきいき美容教室
～化粧を楽しみながら健康寿命を延ば
す～
資生堂ジャパン㈱の専門スタッフからスキンケア、メイクアッ
プ（ファンデーション、口紅）の仕方を学び、「生涯美しく」を目
指す

�３月２日㈪１０：００～１２：００ �市内に在住・在勤の
６０歳以上の女性 �５５０円 �３０人 �２月２４日㈷
までに往復はがきまたはメール（�s７２３３００＠city.
ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

カーレット（卓上カーリング）を体験しよう
氷上カーリングのゲーム性・楽しさを損なわず、手軽にできる
カーレットのルールを習得し、チームに分かれて競技する

�３月７日㈯９：３０～１２：００ �市内に在住・在勤・
在学の小学生以上 �３０人（先着順） �２月５日㈬
から直接か電話またはメール（�s７２３３００＠city.
ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

みんなで守ろう！家族の健康
～薬に頼る前のススメ～
家族が健康でいられるように身近にあるものを利用して、家庭
ですぐできる健康法を学ぶ ※昨年１２月２日に上尾公民館で開催
の「薬のいらない健康な生き方」と同じ内容です。

�３月１２日㈭１４：００～１５：３０ �日本薬科大学（伊奈
町小室１０２８１） �市内に在住・在勤 �４０人 �
２月２８日㈮までに往復はがきまたはメール（�s７２３
３００＠city.ageo.lg.jp）で

応募者多数の場合は抽選です。講座名、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、申込日
まで（必着）に各公民館へ ※往復はがきの場合は、１人（組）１枚に
記入してください。２�３月
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とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　　  費用・金額　※記載のないものは「無料」　　  定員　　　 持ち物
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　  問い合わせ　


